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IIS－TM－2型テレメータ送信機

倉　　茂 周　　芳

　昭和30年度におけるベビーT型ロケットで，わが国

最初のロケット搭載テレメータ装置が実用され成功をお

さめたが，その簡易性を生かして，カッパ型ロケットの

飛しょう性能を測定することを目的として設計されたの

が，IIS－2型テレメータ装置である・したがって，本装

置は，設計の基本的事項はベビーT型に使用した1型テ

レメータ装置と変りはないが，当時の経験から若干の改

良変更が施してあるので，以下，その要点を報告する・

　1・方　式方式は1型と同じで，FM－FM方式の
4チャンネルテレメータ装置である．1型はRF周波数

が414Mc！sであったが，2型は225　Mc／sである．こ

の変更は主として，ロケットの寸法上，空中線の設計を

容易にするための配慮によるものである．

　1型では発振管から直接空中線に電力を供給し，その

ために，近接物体の影響で，発振周波数が変化する欠点

に悩まされた・2型ではその経験にかんがみ，主発振，

電力増幅の型式とし，動作の安定を計ったのが大きな違

いとなっている．

　副搬送波は1型と同じく，2・5kcls，3・3kcls，4・5kc／s

および6・2kc／sを中心とし，　o－》＋5vの変調信号によっ

て，±7・　5％の最大周波数偏移をうるようになっている．

　2・　電気的特性　2型テレメータ送信機の回路は，第

1図に示すとおりである・副搬送波発振器の部分は，1

型のそれとほぼ同じであるが，2型は金属容器内に組み

立て，シールドが完全であったために，格子回路にRF

の側路容量を付ける必要がなく，1型製作当時の大きな、
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第1図IIS－TM型テレメータ送信機

　　　　　4・°A電圧」’　11°1°°B畢圧墾L°6°▽

くa）ヒ’タ電圧の変動によ　（b）B電圧の変動によ

　　る発振周波数変化　　　　　　る発振周波数変化

　　第2図　電源電圧による発振周波数の変化

7P

障害が遙かに改善されている．

　主発振器は4N3で，その出力を4J3Sで電力増幅

する・主発振器と電力増幅器の結合を適当にすることに

よって，電源電圧変動による発振周波数変化の傾向を，

陽極電源による分と，ピー一一一タ電源による分とを完全に逆

にし，両者が同時に変動する際の総合変動を最小にする

ことができる・第2図は，適当に調整した状態での㌧周

波数安定度のデータで，陽極電源変動とヒータ電源変動

の影響が相殺されることが示されている．

　電源は1型と同様マンガン乾電池の組合ぜで，B電源
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第9巻　第4号

はV－30を3個直列，A電源はUM－2　Aを2個並列に

したものを副搬送波および変調回路用に，これにさらに

UM－3　Aを2個直列に加えたものを高周波回路用に使用

した．総合特性の1例はeg　3図に示すとおりで，両電源

変動の影響が相殺され，RF発振周波数変動はきわめて

小さくなって紀り，実用上非常に良好な特性をえている

ことが分る．
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第3図　時間経過による電池電圧と発振周波数の変化

　標準電源電圧は，B電圧85V，　A電圧1，25Vおよ

び4Vで，この状態で，出力O．3W，最大周波数偏移

±300kctsとなるようになっている・

　3・構造構造外観は第4図に示すとおり，アルミ

ニ＝ウム製の容器内に各部が収納され，シールドが完全

に行われるようになっている・この結果，1型で苦労し

たRFの影響が各部に及ぶような点が全く無くなった・

　カッパ128J－TRでは，テレメータ空中線は胴体アン
ノv．xr；．ーーx－Lーー　ーーr　　　　　　　　　　　　　　　　　　rw
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　富±絹密エ業のり一ダとして，毎回必ずロケット瑳に

　参加されている．kの戸田さんのお顔に，ストーブの

1熱気が反射してか・とて盟かそうFtnftたのであ
1る．戸田さんは，心も温かい・FSの皆さんが，戸田
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：i実験主任の高木教授は，すぐには近づかせなかった．
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第4図
テナである，テレメータ送信機は頭部の側にあり7一方，

レーダ送信機はエンジン部の側にある．したがって，ア

ンテナ励振のための給電には、テレメータ送信機のRF

出力を送信機の下部中心から引き出し，ロケットを組み

立てれば，この尖端がレーダ送信機の外筐の受口に自動

的に嵌合し，給電の目的が達せられるようにしている．

　全重量は各部の構造に注意を払った結果，1ユkgに

おさまっている．

　4，　結　書　以上，はなはだ簡単であるが，IIS－TM

2型テレメータ送信機の特徴について述べた．特に記さ

なかった点は，1型と同じであるとして省略したもので

ある，

　終りに，本機の製作，設計に終始ご援助を頂いた東大

高木教授，野村助教授，黒川助手に深く謝意を表する次

第である．
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